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歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

質　

疑　

最
終
的
に
支
出
さ
れ

た
690
億
円
余
の
中
で
、
投
下
さ

れ
た
資
本
は
ど
の
く
ら
い
か
。

答　

弁　

平
成
24
年
４
月
16
日

に
警
戒
区
域
の
解
除
で
、
よ
う

や
く
警
戒
区
域
内
も
災
害
復
旧

に
入
れ
る
状
況
に
な
っ
た
こ
と

で
、
非
常
に
放
射
能
に
対
す
る

市
民
の
不
安
等
々
が
あ
り
、
仮

置
き
場
の
設
置
関
係
に
つ
い
て

も
同
意
が
得
ら
れ
な
い
。
津

波
被
害
関
係
の
土
地
の
交
渉

等
に
つ
い
て
も
、
避
難
さ
れ
て

い
る
中
、
仮
設
住
宅
で
、
非
常

に
精
神
的
に
大
変
な
生
活
を
し

て
い
る
中
で
、
な
か
な
か
理
解

を
い
た
だ
け
な
い
と
い
う
状
況

で
進
ん
で
き
た
。
648
億
円
余
の

歳
出
予
算
に
つ
い
て
は
、
投
資

的
経
費
関
係
の
う
ち
普
通
建

設
事
業
費
で
約
46
億
8
千
万

円
、
災
害
復
旧
事
業
費
は
約

38
億
７
千
800
万
円
で
、
ト
ー
タ

ル
約
85
億
６
千
万
円
の
災
害
復

旧
事
業
関
係
に
投
資
さ
れ
て
い

る
。
さ
ら
に
約
648
億
円
の
歳
出

予
算
の
う
ち
災
害
復
旧
・
復
興

分
と
し
て
、
24
年
度
は
401
億

円
、
約
61
・
９
％
、
通
常
分

は
247
億
４
千
万
円
程
度
で
38
・

１
％
の
支
出
内
訳
で
あ
る
。

質　

疑　

歳
入
の
う
ち
、
有
価

証
券
売
払
収
入
に
つ
い
て
。

答　

弁　

有
価
証
券
売
払
収
入

２
億
２
千
947
万
１
千
469
円
は
、

平
成
23
年
12
月
に
杉
並
区
在
住

だ
っ
た
故
人
の
財
産
に
つ
い
て

寄
附
を
い
た
だ
い
た
も
の
で
、

一
部
満
期
を
迎
え
て
い
な
い
た

め
、換
金
し
て
い
な
か
っ
た
が
、

評
価
額
が
最
高
額
に
達
し
て
お

り
、
換
金
し
て
２
億
１
千
900
万

円
で
あ
っ
た
。

質　

疑　

災
害
記
録
編
集
事
業

で
、
500
部
の
作
成
だ
が
、
市
民

全
員
に
配
布
す
る
こ
と
は
。

答　

弁　

現
在
残
部
数
が
約
50

部
で
、
対
応
し
き
れ
な
い
場
合

は
、
増
印
刷
も
視
野
に
入
れ
対

応
し
た
い
。

質　

疑　

委
託
期
間
が
25
年
３

月
31
日
ま
で
で
、
納
期
も
そ
れ

ま
で
だ
が
、
議
員
に
配
布
さ
れ

た
の
は
９
月
19
日
以
降
で
あ

り
、
３
月
31
日
の
時
点
で
納
品

さ
れ
た
の
か
。

答　

弁　

本
来
で
あ
れ
ば
、
３

月
31
日
に
記
録
誌
の
印
刷
物
も

含
め
て
、
納
品
検
収
を
す
べ
き

と
こ
ろ
だ
が
、
３
月
31
日
に
は

納
品
と
な
っ
て
お
ら
ず
、
出
納

整
理
期
間
内
に
印
刷
物
の
納
品

が
さ
れ
る
と
い
う
確
認
の
も
と

に
検
収
を
行
っ
た
。

質　

疑　

災
害
廃
棄
物
処
理

対
策
事
業
は
、
24
年
度
末
で
、

85
万
６
千
716
ト
ン
の
残
っ
て
い

る
が
、
補
正
で
も
16
億
円
ほ
ど

減
額
し
て
お
り
、
委
託
料
で
約

３
億
２
千
600
万
円
が
不
用
額
に

な
っ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
る

と
、
現
状
で
は
災
害
廃
棄
物
処

理
対
策
は
遅
れ
て
い
る
と
思
う

が
い
か
が
か
。

答　

弁　

風
評
被
害
等
が
あ

り
、
最
終
処
分
先
が
見
当
た
ら

な
か
っ
た
の
が
大
き
な
要
因
で

あ
る
。
特
に
可
燃
物
は
木
材
が

主
流
で
、
放
射
線
量
の
影
響
か

ら
受
け
入
れ
先
が
な
く
、
減
額

補
正
を
し
た
。
残
額
も
、
約

９
千
ト
ン
あ
り
見
込
み
を
持
っ

て
対
応
し
て
い
た
が
、
結
果
最

終
処
分
先
が
見
当
た
ら
ず
不
用

額
が
生
じ
た
。

質　

疑　

学
校
耐
震
工
事
に
つ

い
て
、
教
育
施
設
の
耐
震
化
が

予
定
ど
お
り
進
ん
で
い
る
か
。

答　

弁　

予
定
ど
お
り
進
ん
で

お
り
、
原
一
中
の
体
育
館
は
９

月
30
日
に
完
成
し
、
現
在
外
構

工
事
を
行
っ
て
い
る
。
石
神
中

学
校
は
、
１
期
工
事
を
９
月
17

日
に
工
事
完
了
。
こ
れ
か
ら
第

２
期
工
事
に
入
る
。
小
高
中
屋

内
運
動
場
も
、
９
月
30
日
に
完

成
し
て
い
る
。
上
真
野
小
学
校

は
、
平
成
26
年
１
月
31
日
に
予

定
を
し
て
い
る
。
耐
震
化
率
は

現
在
79
・
７
％
で
あ
る
。

質　

疑　

放
射
線
被
ば
く
健
診

事
業
で
、
１
万
１
千
191
人
が
受

診
し
た
が
、
結
果
を
伺
う
。

答　

弁　

24
年
度
末
、
25
年
３

月
31
日
の
状
況
で
、
高
校
生
以

上
は
、
94
・
８
％
の
方
が
検
出

限
界
値
以
下
で
、
中
学
生
以
下

は
、
全
員
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
の

検
出
は
な
く
、
検
出
限
界
値
以

下
で
あ
っ
た
。

討　

論　

災
害
記
録
誌
の
会
計

処
理
の
仕
方
は
、
組
織
的
な
問

題
と
し
て
、
原
因
と
結
果
を
明

確
に
し
て
、
今
後
に
つ
な
げ
る

必
要
が
あ
る
。
超
過
勤
務
の
状

況
を
見
て
も
努
力
を
さ
れ
た
の

は
評
価
し
て
い
る
が
、
ひ
と
工

夫
足
り
な
い
と
こ
ろ
が
あ
っ

た
。
結
果
、
今
回
は
一
部
事
業

の
執
行
が
出
来
な
か
っ
た
も
の

が
多
く
不
認
定
と
の
意
見
。

　

認
定
で
は
、
平
成
24
年
度
を

復
興
元
年
と
し
て
位
置
づ
け
、

他
自
治
体
か
ら
の
多
く
の
職
員

の
応
援
を
受
け
、
何
度
か
の
補

正
を
積
み
重
ね
、
１
日
も
早
く

避
難
し
て
い
る
市
民
の
方
々
が

戻
れ
る
環
境
づ
く
り
の
た
め
、

執
行
部
と
し
て
は
計
画
ど
お
り

に
進
め
て
き
た
。
反
省
す
べ
き

と
こ
ろ
は
反
省
し
、
前
に
進
ん

で
い
く
べ
き
と
の
意
見
を
付
し

て
認
定
と
の
意
見
。

　

採
決
の
結
果
、
認
定
少
数
で

不
認
定
と
す
べ
き
で
あ
る
と
決

し
た
。

除染廃棄物仮置き場（小高区）

委
員
長　

小
川
尚
一
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総
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平
成
25
年
度
南
相
馬
市
一
般
会

計
補
正
予
算

質　

疑　

県
支
出
金
に
つ
い
て
、

除
染
対
策
事
業
交
付
金
の
減
額

と
し
た
事
は
。

答　

弁　
社
会
体
育
施
設
表
土

改
善
事
業
な
ど
に
充
当
と
な

り
、
馬
事
公
苑
分
の
補
正

10
億
５
千
667
万
９
千
円
の
減

額
、
夜
の
森
公
園
の
法
面
除
染

対
策
９
千
867
万
９
千
円
を
計
上

し
、
９
億
５
千
800
万
円
の
減
額

と
し
た
。

質　

疑　

職
員
給
与
費
の
人

件
費
総
括
に
つ
い
て
、
給
与

費
明
細
書
な
ど
か
ら
人
事
異

動
に
よ
っ
て
最
終
的
に
給
与

７
千
754
万
７
千
円
減
額
と
し
た

こ
と
は
。

答　

弁　

給
与
総
額
の
減
額
の

大
き
な
理
由
は
、
４
月
１
日
採

用
者
の
格
付
が
当
初
見
積
り
よ

り
低
い
格
付
の
者
が
多
か
っ
た

こ
と
に
よ
る
。

質　

疑　

東
日
本
大
震
災
対
策

費
、
南
相
馬
チ
ャ
ン
ネ
ル
管
理

運
営
事
業
の
事
業
完
成
に
よ

り
、
市
全
体
で
視
聴
可
能
な
の

は
何
割
か
。

答　

弁　

居
住
世
帯
の
約
８
割

と
な
る
。
今
回
の
補
正
は
、
既

に
視
聴
で
き
る
世
帯
が
建
設
中

の
災
害
公
営
住
宅
に
よ
り
、
遮

へ
い
さ
れ
る
こ
と
へ
の
対
策
と
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
へ
の
利
便
性

向
上
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

質　

疑　

第
三
表　

繰
越
明
許

費
補
正
に
つ
い
て
、
生
活
圏
除

染
事
業
、
除
去
土
壌
等
仮
置
き

場
設
置
管
理
事
業
の
繰
越
明
許

費
計
上
は
、
３
月
補
正
で
も
よ

か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

答　

弁　

現
在
の
事
業
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
上
、
次
年
度
に
渡
る

こ
と
が
計
画
的
に
把
握
で
き
、

こ
の
段
階
で
予
算
繰
越
を
設
定

し
事
業
を
進
め
て
い
く
趣
旨
で

12
月
補
正
に
計
上
す
る
も
の
で

あ
る
。
具
体
的
に
、
仮
置
き
場

が
確
保
さ
れ
た
地
区
は
詳
細
な

除
染
の
工
程
、
積
算
に
よ
り
、

現
段
階
で
８
地
区
は
今
年
度
に

工
事
着
手
見
込
み
で
あ
る
が
、

今
年
度
中
の
完
了
が
難
し
い
た

め
繰
越
明
許
費
を
設
定
す
る
も

の
で
あ
る
。

討　

論　

復
旧
復
興
に
向
か
っ

て
最
も
急
が
れ
る
も
の
は
除
染

で
あ
り
、
安
全
な
地
域
、
環
境

を
取
り
戻
す
こ
と
に
あ
る
。
こ

の
よ
う
な
中
で
、
繰
越
明
許
費

を
設
定
す
る
こ
と
は
、
事
業
が

執
行
で
き
て
い
な
い
と
も
受
け

止
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
極
力

繰
越
明
許
費
に
計
上
す
る
こ
と

な
く
執
行
さ
れ
る
よ
う
に
、
と

の
意
見
を
付
し
て
賛
成
。

　

審
査
の
結
果
、
原
案
通
り
可
決
。

南
相
馬
市
原
子
力
災
害
に
よ
る

被
災
者
に
対
す
る
市
税
の
減
免

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

質　

疑　

避
難
勧
奨
地
点
は
、

20
㎞
圏
内
と
同
じ
扱
い
を
要
求

し
た
経
過
が
あ
り
、
こ
の
条
例

に
反
映
し
な
い
の
か
。

答　

弁　

特
定
避
難
勧
奨
地
点

の
避
難
さ
れ
な
か
っ
た
方
へ
の

上
乗
せ
減
免
を
す
る
場
合
、
市

の
単
独
の
財
政
負
担
が
必
要
に

な
り
、
国
へ
の
要
望
が
、
実
現

し
た
時
点
で
対
応
す
る
。

　

審
査
の
結
果
、
原
案
通
り
可
決
。

工
事
請
負
変
更
契
約
の
締
結
に

つ
い
て

質　

疑　

契
約
変
更
の
内
容
と

内
訳
を
伺
う
。

答　

弁　

概
存
庁
舎
解
体

１
千
400
万
円
の
減
、
鉄
骨
工
事

１
千
万
円
の
増
、
昇
降
機
設
備

工
事
１
千
万
円
の
減
、
他
諸
経

費
600
万
円
の
増
、
合
計
800
万
円

の
減
額
。

質　

疑　

鉄
骨
工
事
の
変
更
理

由
と
、
現
在
の
工
事
進
捗
率
は

ど
う
か
。

答　

弁　

当
初
工
事
費
単
価
の

低
い
溶
接
工
で
見
積
も
っ
た

が
、
工
期
を
短
縮
す
る
た
め
で

あ
り
工
程
表
で
は
12
月
末
で
約

４
割
の
予
定
で
あ
る
。

　

審
査
の
結
果
、
原
案
通
り
可
決
。

財
産
の
処
分
に
つ
い
て

質　

疑　

原
町
区
萱
浜
の

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
広
場
の
一
部

を
県
環
境
創
造
セ
ン
タ
ー
用
地

と
し
て
処
分
す
る
も
の
だ
が
、

売
却
に
伴
い
敷
地
利
用
者
へ
の

影
響
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
か
。

答　

弁　

売
却
に
よ
る
影
響
が

な
い
訳
で
は
な
く
、
利
用
団
体

の
意
向
を
踏
ま
え
た
対
応
が
課

題
で
あ
る
。
利
用
し
て
い
る

方
々
の
新
た
な
競
技
場
整
備
に

つ
い
て
は
担
当
部
署
で
検
討
を

進
め
て
い
る
。

　

審
査
の
結
果
、
原
案
通
り
可
決
。
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委
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